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皮膚の安全性・製品の安全性に関連する
試験の基礎と注意

●発刊2023年1月●体裁B5版・192頁●定価￥51,700円(税込(消費税10%))  ISBN 978-4-86502-243-8
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皮膚の安全性・製品の安全性に関連する試験の基礎と注意点　書籍

☆製品要因の皮膚炎症の医師による分析手法と関連法規を学び、皮膚にやさしい製品開発の勘所を理解する

　　　　　
【本書のポイント】　

◎皮膚刺激試験としてのパッチテストと具体的な測定方法とは？
・なぜ接触皮膚炎がおこるかの要因とメカニズム
・化粧品企業で実施するパッチテストの流れと留意点とは？
・医療現場で実施するパッチテストの流れと実施上で注意点とは何か。
・パッチテストでの注意点と判定の流れ
・アトピー等の健康ではない皮膚におけるパッチテスト字の留意点

◎様々な製品による皮膚炎症例の要因と医師による分析の流れと考え方
・医薬品・医療機器・化粧品・衣料品・金属製品の医療現場での症例と分析事例
・特殊な要因での皮膚アレルギー反応の事例

◎皮膚に関する安全性試験の種類と関連規制の動向と関連機関
・医薬品、医療機器における評価試験の種類と関連規制
・動物実験代替性の現状と関連評価試験動向
・家庭用品等の一般用品における皮膚炎症被害におけるSSCI-Netの役割と関連省庁との連携

◎医薬・化粧・衛生・医療品の皮膚に優しい製品開発の考え方とは？
・経皮吸収型医薬品、化粧品、洗浄剤、界面活性剤、衣料品 等
・機能性化粧品の開発時に必要な安全性評価試験の流れ

詳細HPは「情報機構　BA230102」
もしくは「情報機構　パッチテスト」検索！

○監修○　　
■関東裕美  ((財)日本エステティック・(公財)日本毛髪科学協会・稲田堤ひふ科クリニック)）■
◇執筆者◆　　
●相場節也 (松田会松田病院)●宮内剣児（ポーラ化成工業(株)）●笠原智子（ポーラ化成工業(株)）●峠岡理沙（京都府立医科大学大学院）
●飯島茂子（はなみずきクリニック）●杉浦真理子（第一クリニック）●伊藤 崇（東邦大学医療センター大森病院）●伊藤明子（ながたクリニック）
●鷲崎久美子(大森町皮ふ科・東邦大学)●杉山真理子（(一社)SSCI-Net・藤田医科大学）●松永佳代子（(一社)SSCI-Net・藤田医科大学）
●河上強志（国立医薬品食品衛生研究所）●野村祐介（国立医薬品食品衛生研究所）●小島肇夫（国立医薬品食品衛生研究所）
●岩田 宏（(株)恵理化）●権英淑　（コスメディ製薬(株)）●池田直哲（味の素(株)）●三谷進（(一社)日本繊維製品品質技術センター）
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